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交通インフラをカメラレポートニュース

御
船
町
の
都
市
計
画
道
路
・
シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
線
の
開
通
式
が
こ
の
ほ
ど
、

同
町
役
場
前
の
車
道
で
開
か
れ
た
。
同

線
は
同
町
が
２
０
０
３
年
４
月
に
事
業

着
手
し
、
今
年
７
月
末
に
全
て
の
工
事

が
完
了
。
開
通
式
で
は
、
山
本
孝
二
町

長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
通
り
初
め
を

し
て
開
通
を
祝
っ
た
。

同
線
は
、
国
道
４
４
３
号
と
同
４
４

５
号
を
結
ぶ
延
長
８
９
４
ｍ
。
沿
線
に

は
町
役
場
や
教
育
施
設
、
商
店
が
集
積

し
て
お
り
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
や
商

店
街
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
整
備
さ

れ
た
。
幅
員
は
18
ｍ
。
車
道
は
７
ｍ
で
、

片
側
１
車
線
。
両
側
に
４
ｍ
の
歩
道
と

植
樹
帯
を
確
保
し
て
い
る
。
総
事
業
費

は
約
18
億
円
。

ま
た
、
同
町
は
同
線
沿
線
に
交
流
拠

点
な
ど
を
整
備
す
る
。
役
場
敷
地
奥
に

あ
る
恐
竜
博
物
館
を
沿
線
に
新
築
移
転

す
る
ほ
か
、
１
・
２
ha
の
公
園
、
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
開
設
な
ど
を
計
画
。「
恐

竜
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
拠
点

を
つ
く
る
こ
と
で
地
域
の
賑
わ
い
を
取

り
戻
す
」（
同
町
）
と
い
う
狙
い
だ
。

事
業
期
間
は
10
年
度
〜
13
年
度
。
国
道

４
４
３
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
で
は
大
型
店

舗
の
開
業
も
相
次
ぎ
、
同
町
中
心
部
は

こ
の
数
年
で
変
貌
す
る
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。

▲開通式でテープカットをする山本孝二町長 (右から 3番目 )ら

▲式典出席者らによる通り初め。当日は祭りで歩行者天国となったため、
役場前から約300mを歩いた

▲御船町中心部を通る都市計画道路・シンボルロード線（延長894m）。左奥が御船高校。御船町は沿線に公園や交流施設を整備す▲御船町中心部を通る都市計画道路・シンボルロード線（延長 894m）。左奥が御船高校。御船町は沿線に公園や交流施設を整備す
る計画る計画
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▲ 通学時の安全確保のため、広めに
確保された歩道と植樹帯。歩道は片
側4mで、自転車用と歩行者用は色
分けされている

立野拡幅に「アーチ橋」、県道の付替急ピッチ立野拡幅に「アーチ橋」、県道の付替急ピッチ

御船町のシンボルロード線が開通御船町のシンボルロード線が開通

国道57号「立野・瀬田」４車化　国道57号「立野・瀬田」４車化　14年度2.5㎞供用へ14年度2.5㎞供用へ

沿線で新恐竜博物館などの整備計画沿線で新恐竜博物館などの整備計画

白
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岩
戸
の
里
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国道57号下り線
県道瀬田竜田線

比
丘
尼
谷
橋

現
国
道
57
号

豊
肥
本
線

付替工事が進む県道瀬田竜田線付替工事が進む県道瀬田竜田線の比丘尼谷橋付近の比丘尼谷橋付近。。同線は同線は国が整備をした後、県に移国が整備をした後、県に移
管する。右が国道の下り線となる現在の県道瀬田同線管する。右が国道の下り線となる現在の県道瀬田同線

▲瀬田拡幅（3.1 ㎞）は写真の 1工区で工事が進むほか、
大津町吹田までの2.1㎞区間で用地買収や調査設計が進行
中だ

▲県道瀬田竜田線「比丘尼谷橋」（125m）の完成予想CG。
左が上り線となる現在の国道57号。同橋との間に下り線が
ある。写真・国土交通省熊本河川国道事務所

南
阿
蘇
村
立
野
と
大
津
町
瀬
田
の
両

地
区
で
進
む
国
道
57
号
の
４
車
線
化
工

事
、「
立
野
・
瀬
田
拡
幅
」（
全
９
・
１

㎞
）
は
現
在
、「
立
野
」
が
４
工
区
の
１
・

５
㎞
区
間
で
国
道
拡
幅
に
伴
う
県
道
瀬

田
竜
田
線
の
付
け
替
え
と
国
道
下
り
線

の
整
備
が
進
む
ほ
か
、「
瀬
田
」
で
は

阿
蘇
大
津
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
付
近
の
１
工

区
・
１
㎞
区
間
で
工
事
が
本
格
化
し
て

い
る
。

現
在
の
県
道
瀬
田
竜
田
線
を
国
道

57
号
下
り
線
と
し
て
取
り
込
む
た
め
、

国
が
進
め
て
い
る
付
替
工
事
は
現
在
、

ア
ー
チ
橋
と
な
る
「
比
丘
尼
谷
橋
」（
び

く
に
た
に
は
し
）
の
下
部
工
工
事
が

ピ
ー
ク
。
来
年
早
々
に
も
上
部
工
工
事

に
入
る
見
込
み
。
ア
ー
チ
の
高
さ
が
20

ｍ
と
な
る
同
橋
は
、
阿
蘇
の
玄
関
口
に

立
つ
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
構
造
物
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。


